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2023年統一自治体議員選挙
藤沢市議会議員選挙

柳田あゆ さん

立憲民主党は7月21日、「旧統一教会等による被
害等を調査・検証し、対策を立案する」ため「旧統
一教会被害対策本部」を設置しました。本部長は
西村智奈美幹事長（当時）、事務局長は石橋通宏
参院議員が務めます。また、長年にわたりこの問題
に取り組んできた有田芳生前参院議員が参与と
して加わりました。
同本部は設置直後から精力的に「国対ヒアリン
グ」を実施。消費者被害に取り組む弁護士、宗教
学を専攻する大学教授、カルト宗教問題に詳しい
ジャーナリスト、いわゆる「宗教二世」や配偶者が
多額の献金をして家庭崩壊に至った被害家族の
方など多くの識者・当事者の方の話をうかがいま
した。

そして、10月17日、立憲民主党は日本維新の会と
社会民主党と共同で
『特定財産損害誘導行為による被害の防止及び
救済等に関する法律案』
いわゆる『悪質献金被害救済法案』を提出しまし
た。法案の骨子は
・マインドコントロールや正体隠しなどによる「悪質
献金」の禁止（罰則つき）
・家族による寄附の取り消し、相談支援体制
などです。今後、与党側とすり合わせ、今国会での
成立をめざします。

を紹介します
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旧統一教会を巡る問題は、国政だけではありません。地方
議会も、同教会などいわゆる「宗教右派」といわれる勢力
の影響を受けていました。そして、藤沢市も例外ではありま
せんでした。
2018年の藤沢市議会2月定例会に「家庭教育支援法の
制定を求める意見書提出に関する陳情」が出され、自民・
公明会派の賛成多数で可決されました。同法は自民党が

進めていたもので、「家庭は社会と国の基本単位で、家庭
倫理が社会倫理の基盤になっていく」と、個人より『家』を
重視する復古的な家族観・価値観に基づいています。
「すべて国民は、個人として尊重される」（憲法第13条）
「〜法律は、個人の尊厳と両性の本質的平等に立脚して、
制定されなければならない」（同24条2項）といった、一人
ひとりは平等で尊重されるという理念とは全く立場が違い
ます。この問題は、悪質献金以外にも、子どもの権利や
ジェンダー平等といった、私たちの人権の基本的な部分に
も及んでいるのです。政権党との関係を明らかにし、彼ら
の目論見どおりにさせてはならないと強く思います。

「統一教会」問題への取り組み

コラム
～復古的な家族観・価値観にNo! ～

9月21日旧統一教会被害対策本部・消費者部会合同会議
（党HPより）左：石橋通宏事務局長 右：西村智奈美本部長
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柳田 あゆプロフィール

▶1971年７月29日、藤沢市鵠沼海岸生まれ
▶聖マルコ幼稚園▶藤沢市立鵠南小学校
▶玉川学園中・高等部、
1994年玉川大学農学部農学科
食料経済学研究室卒業
▶セコム(株)本社ホームセキュリティ事業部
▶特別養護老人ホーム白鷺苑
▶こぶし荘デイサービスセンター

【地域活動】
▶こども食堂「まりあ食堂」地域代表
▶弁天橋花いっぱい愛好会会員
▶片瀬地区人材・情報バンクセンター
初代ボランティアコーディネーター

【政治歴】
はじめて本格的に政治に関わったのは、父・葉山峻の6期目の市長選挙でした。
その後に、衆議院議員葉山峻国会事務所、藤沢事務所秘書を務めました。
▶衆議院議員あべともこ藤沢事務所秘書▶神奈川県議会議員脇れい子秘書
▶りっけん神奈川政治塾１期生

【その他】
▶夫、娘、義母の4人家族。片瀬山在住
▶趣味はウクレレ、ガーデニング、ベランダ菜園、
小学校3年から14年間やっていたテニスを再開したいです！

▶連絡先：yanagida＠ayu.oops.jp

私が柳田あゆさんにお会いしたのは、もう20年以上前です。
私は藤沢で衆議院選挙をたたかい社民党の比例区で議席を

与えられ、あゆさんは、民主党の比例区候補として当選されたお
父様の葉山峻さんの秘書でした。当時、葉山さんは新しく立ち上
がった民主党の希望の星でした。長年の藤沢市長の経験の上に地方

自治から国政を変えていくホープとみなされていましたが、その後お体を
壊されて、あゆさんがその活動を支えることとなりました。また彼女の夫は2003年に市議会に初当選
し、現在は立憲民主党に所属し私とともに活動しています。あゆさんは娘として、妻としてこの20年余
り政治家を支えてきたと思います。
そんなあゆさんが、来春の統一自治体選挙で彼女自身が候補者として立ち、皆さんのご支援を仰ぐ
ことになりました。長年の裏方としての存在から、いよいよ表に出るわけですが、私は彼女こそ優しさと
人の苦しみに寄り添う、またとない感性と行動力を持った女性として、是非政治の場に自ら参加して欲
しいと以前から願っていました。
生活の破壊や精神的な孤立を深めて統一教会に助けを求める人達を生んでいるいまだからこそ、
柳田あゆさんのような、人と暮らしに寄り添う自治体議員の存在は不可欠と思います。彼女が選んだ
自ら立つという新しいチャレンジに、夫も全面応援、亡くなられたお父様もきっと期待しておられると思
います。またお祖母様は、戦前たったひとりで街頭でマイクを持ち反戦とアジアとの連帯を訴えていた
市議会議員・葉山冬子さんと伺いました。その遺伝子と、彼女が長年政治活動を陰で支えてきたとい
う粘り強さ、そして感性と行動力に心より期待しています。

人と暮らしに寄り添う政治
柳田あゆさんに期待します

衆議院議員 あべともこ

市内各駅に出没
します。見かけたら声を
かけて下さいね♪

NTT労組退職者の会にて
尊敬する石橋通宏
参院議員と


